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(57)【要約】
【課題】スプリングユニットを内蔵する敷きパッドの構
造を簡素化して、その分だけ製造に要する手間を削減し
て、敷きパッドを低コストで製造する。
【解決手段】上下一対の表装材１・２の間に弾性ユニッ
ト３を収容する。弾性ユニット３の上下方向の中途部に
おいて、各表装材１・２の周縁どうしを周回状に縫着し
て、弾性ユニット３を両表装材１・２でずれ動き不能に
被覆固定する。弾性ユニット３を、一群のポケットコイ
ル１１を縦横に並設してなるスプリングユニット１０と
、ウレタンフォームからなる一対の弾性マット１２・１
３と、スプリングユニット１０および弾性マット１２・
１３の上下面を覆う上下一対のクッション材１４・１５
とで構成する。弾性ユニット３の長手方向の中途部にス
プリングユニット１０を配置し、同方向の両端にスプリ
ングユニット１０を間に挟む状態で一対の弾性マット１
２・１３を配置する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上下一対の表装材（１・２）と、両表装材（１・２）の間に収容される弾性ユニット（
３）とを備えており、
　弾性ユニット（３）の上下方向の中途部において、各表装材（１・２）の周縁どうしが
周回状に縫着されて、弾性ユニット（３）が両表装材（１・２）でずれ動き不能に被覆固
定されており、
　弾性ユニット（３）は、一群のポケットコイル（１１）を縦横に並設してなるスプリン
グユニット（１０）と、ウレタンフォームからなる一対の弾性マット（１２・１３）と、
スプリングユニット（１０）および弾性マット（１２・１３）の上下面を覆う上下一対の
クッション材（１４・１５）とで構成されており、
　弾性ユニット（３）の長手方向の中途部にスプリングユニット（１０）が配置され、同
方向の両端にスプリングユニット（１０）を間に挟む状態で一対の弾性マット（１２・１
３）が配置されていることを特徴とする敷きパッド。
【請求項２】
　弾性ユニット（３）が一対の表装材（１・２）で被覆固定された状態において、各ポケ
ットコイル（１１）を構成するコイルスプリング（２０）の直径寸法（Ｄ）が上下寸法（
Ｈ）よりも大きく設定されている請求項１に記載の敷きパッド。
【請求項３】
　弾性ユニット（３）の長手方向の中央にスプリングユニット（１０）が配置されて、同
方向における一対の弾性マット（１２・１３）の寸法が同一に設定されており、
　上下一対のクッション材（１４・１５）が、同一の上下厚みのウレタンフォームで形成
されており、
　弾性ユニット（３）の長手方向におけるスプリングユニット（１０）の寸法が、弾性ユ
ニット（３）の全長寸法の３分の１を越え、かつ２分の１未満に設定されている請求項１
または２に記載の敷きパッド。
【請求項４】
　スプリングユニット（１０）および一対の弾性マット（１２・１３）の上下面に、上下
一対のクッション材（１４・１５）が接着固定されており、
　スプリングユニット（１０）と一対の弾性マット（１２・１３）がクッション材（１４
・１５）を介して間接的に固定されている請求項１から３のいずれかに記載の敷きパッド
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ベッド用マットレスや敷き布団などの上面に敷いて使用する敷きパッドに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の敷きパッドは、例えば特許文献１に公知である。そこでは、シート状のウレタ
ンフォームの少なくとも表面に立体編物を積層して敷きパッドを構成している。この敷き
パッドを使用すると、表面の立体編物が有するソフトな触感および良好な通気性により、
快適な寝心地が得られる。また、ウレタンフォームが体重を吸収することにより、立体編
物の残留ひずみを有効に低減して、立体編物の初期の良好なクッション性を比較的長期に
わたって維持することができる。
【０００３】
　一方、ベッド用マットレスの市場では、多数のコイルスプリングを縦横に並設してなる
スプリングユニットを内蔵したスプリングマットレスが多く流通している。スプリングマ
ットレスには主として、コイルスプリングどうしがヘリカル線で連結されるボンネルコイ
ルマットレスと、コイルスプリングが一つずつ袋体に収容されて互いに独立しているポケ
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ットコイルマットレスとが存在する。本発明は、ポケットコイル式のスプリングユニット
を内蔵する敷きパッドを提供するものである。
【０００４】
　従来のポケットコイルマットレスの公知例としては、例えば特許文献２を挙げることが
できる。そこでは、スプリングユニットをクッション材で包囲し、クッション材を表装材
で覆ってポケットコイルマットレスを構成している。スプリングユニットは、一群のポケ
ットコイルを平面的に敷き詰め、接着テープで連結して構成してある。クッション材はウ
レタンフォームからなり、スプリングユニットの周面を囲むボーダークッション材と、同
ユニットの上下面に配置される上面クッション材および下面クッション材で構成される。
表装材はキルト素材からなり、クッション材の周面を囲むボーダー表装材と、クッション
材の上下面に配置される上面表装材および下面表装材で構成される。上面表装材および下
面表装材の周縁は、ボーダー表装材の上下縁にそれぞれ縫着されている。スプリングユニ
ットを構成する各ポケットコイルは、直径寸法よりも上下寸法が充分に大きい円筒状に形
成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１０９８９６号公報（段落番号０００６～０００７）
【特許文献２】特開平１１－２４４０９８号公報（段落番号０００８～００１１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　一般的に敷きパッドは、折り畳んだ状態や渦巻状に巻いた状態での収納あるいは持ち運
びを可能にするため、ベッド用マットレスに比べて充分に薄く形成される。例えば、一般
的なベッド用マットレスの上下厚みが約２０ｃｍであるのに対し、敷きパッドの上下厚み
は約６ｃｍである。
【０００７】
　特許文献２に記載のベッド用マットレスは厚みが大きいため、敷きパッドのように折り
畳んだ状態や渦巻状に巻いた状態で収納し、あるいは持ち運ぶことはできない。スプリン
グユニットの上下寸法を充分に小さくして、折り畳みや巻回が可能な敷きパッドとするこ
とは不可能ではない。しかし、この場合の敷きパッドは、スプリングユニットの上下のク
ッション材と表装材に加え、同ユニットの周面を囲むボーダークッション材とボーダー表
装材を含む多くの部材で構成されるため、製造に多くの手間が掛かり低コスト化するのが
難しい。また、スプリングユニットを構成する各ポケットコイルの上下寸法が直径寸法よ
りも充分に大きいため、上下厚みが６ｃｍ前後の敷きパッドを構成しようとすると、各ポ
ケットコイルの直径寸法が小さくなり過ぎて、各ポケットコイルが充分な反発力を発揮で
きなくなる。さらに、各ポケットコイルの直径寸法が小さくなる分だけ、スプリングユニ
ットを構成するのに必要なポケットコイルの個数が増加し、その分だけスプリングユニッ
トの重量が増加し、材料コストも嵩んでしまう。
【０００８】
　本発明の目的は、スプリングユニットを内蔵する敷きパッドの構造を簡素化して、その
分だけ製造に要する手間を削減して、敷きパッドを低コストで製造することにある。また
本発明の目的は、スプリングユニットを構成する各ポケットコイルが充分な反発力を発揮
できる敷きパッドを提供することにある。さらに本発明の目的は、スプリングユニットを
軽量化するとともに、その材料コストを削減することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、上下一対の表装材１・２と、両表装材１・２の間に収容される弾性ユニット
３とを備える敷きパッドを対象とする。弾性ユニット３の上下方向の中途部において、各
表装材１・２の周縁どうしを周回状に縫着して、弾性ユニット３を両表装材１・２でずれ
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動き不能に被覆固定する。弾性ユニット３を、一群のポケットコイル１１を縦横に並設し
てなるスプリングユニット１０と、ウレタンフォームからなる一対の弾性マット１２・１
３と、スプリングユニット１０および弾性マット１２・１３の上下面を覆う上下一対のク
ッション材１４・１５とで構成する。弾性ユニット３の長手方向の中途部にスプリングユ
ニット１０を配置し、同方向の両端にスプリングユニット１０を間に挟む状態で一対の弾
性マット１２・１３を配置することを特徴とする。
【００１０】
　弾性ユニット３を一対の表装材１・２で被覆固定した状態において、各ポケットコイル
１１を構成するコイルスプリング２０の直径寸法Ｄを上下寸法Ｈよりも大きく設定するこ
とが好ましい。
【００１１】
　弾性ユニット３の長手方向の中央にスプリングユニット１０を配置し、同方向における
一対の弾性マット１２・１３の寸法を同一に設定し、上下一対のクッション材１４・１５
を、同一の上下厚みのウレタンフォームで形成し、弾性ユニット３の長手方向におけるス
プリングユニット１０の寸法を、弾性ユニット３の全長寸法の３分の１を越え、かつ２分
の１未満に設定することができる。
【００１２】
　スプリングユニット１０および一対の弾性マット１２・１３の上下面に、上下一対のク
ッション材１４・１５を接着固定して、スプリングユニット１０と一対の弾性マット１２
・１３をクッション材１４・１５を介して間接的に固定することができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明では、上下一対の表装材１・２の周縁どうしを周回状に縫着して、両表装材１・
２の間に弾性ユニット３を収容した。このように、上下一対の表装材１・２を直接縫着す
ると、従来のベッド用マットレスで用いられていた周面のボーダー表装材を省略して、敷
きパッドの構造を簡素化することができる。ボーダー表装材を上面表装材と下面表装材に
それぞれ縫着していた従来の構造に比べて、表装材１・２を縫着する作業の手間を半減さ
せて、敷きパッドを低コストで製造することができる。また、弾性ユニット３の上下方向
の中途部において、各表装材１・２の周縁どうしを周回状に縫着して、弾性ユニット３を
両表装材１・２でずれ動き不能に被覆固定すると、弾性ユニット３と表装材１・２の間に
おける接着剤などの固定手段を省略し、その分だけ製造に要する手間を削減して、敷きパ
ッドを低コストで製造することができる。
【００１４】
　また本発明のように、弾性ユニット３の長手方向の中途部にスプリングユニット１０を
配置し、同方向の両端にウレタンフォームからなる一対の弾性マット１２・１３を配置す
ると、弾性マット１２・１３はスプリングユニット１０に比べて軽量であることから、弾
性ユニット３の全面にスプリングユニット１０を配置する場合に比べて敷きパッドを軽量
化して、敷きパッドの持ち運びなどを容易化することができる。また、ウレタンフォーム
からなる弾性マット１２・１３は、スプリングユニット１０に比べて安価であることから
、弾性ユニット３の全面にスプリングユニット１０を配置する場合に比べて、敷きパッド
の材料コストを削減することができる。
【００１５】
　さらに、弾性ユニット３の長手方向の両端に弾性マット１２・１３を配置すると、敷き
パッドを渦巻き状に巻くことが容易になる。すなわち、ウレタンフォームからなる弾性マ
ット１２・１３は、ポケットコイル１１の集合体であるスプリングユニット１０に比べて
、厚み方向に圧縮したときの反発力が小さい。このような弾性マット１２・１３を弾性ユ
ニット３の両端に配置すると、敷きパッドの長手方向の一端部すなわち巻き始め部分を、
厚み方向に圧縮して細く巻くことが容易になり、この細い巻き始め部分を芯にして、敷き
パッドの全体を容易に渦巻き状に巻くことができる。
【００１６】
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　各ポケットコイル１１を構成するコイルスプリング２０の直径寸法Ｄを上下寸法Ｈより
も大きく設定すると、各ポケットコイル１１が充分な反発力を発揮することができる。す
なわち、上述したように、ベッド用マットレスに比べて上下厚みが充分に小さい敷きパッ
ドにおいて、上下寸法が直径寸法よりも充分に大きいポケットコイルを用いると、各ポケ
ットコイルの直径寸法が小さくなり過ぎて、各ポケットコイルが充分な反発力を発揮でき
ない。これに対して本発明のように、各コイルスプリング２０の直径寸法Ｄを上下寸法Ｈ
よりも大きく設定すると、上下厚みが小さい敷きパッドに内蔵できるように各コイルスプ
リング２０の上下寸法Ｈを設定しても、その直径寸法Ｄが小さくなり過ぎず、従って各ポ
ケットコイル１１が充分な反発力を発揮することができる。また、直径寸法Ｄを上下寸法
Ｈよりも大きく設定すると、上下寸法が従来のポケットコイルを用いる場合に比べて、ス
プリングユニット１０を少ない個数のポケットコイル１１で構成することができ、その分
だけスプリングユニット１０を軽量化し、またその材料コストを削減することができる。
【００１７】
　弾性ユニット３の前後方向（長手方向）の中央にスプリングユニット１０を配置し、一
対の弾性マット１２・１３の前後寸法を同一に設定し、さらに、上下一対のクッション材
１４・１５を、同一の上下厚みのウレタンフォームで形成すると、弾性ユニット３を前後
対称かつ上下対称に形成して、敷きパッドを前後と上下（表裏）の区別無く使用すること
ができる。このように、敷きパッドの前後と上下の区別を無くすと、敷きパッドを定期的
に前後反転あるいは上下反転させるローテーションを可能として、敷きパッドを長寿命化
することができる。
【００１８】
　また、弾性ユニット３の長手方向におけるスプリングユニット１０の寸法が、弾性ユニ
ット３の全長寸法の３分の１を越えるように設定すると、同ユニット１０を敷きパッドの
使用者の腰部に確実に臨ませることができる。弾性マット１２・１３に比べて反発力に優
れるスプリングユニット１０で、使用者の体重が最も集中する腰部を支持すると、使用者
の寝姿勢を良好なものとして、使用者の寝心地を向上させることができる。さらに、弾性
ユニット３の長手方向におけるスプリングユニット１０の寸法を、弾性ユニット３の全長
寸法の２分の１未満に設定すると、弾性ユニット３に占めるスプリングユニット１０の割
合が大きくなることに伴う弾性ユニット３の重量化および材料コストの増加の問題を解消
することができる。
【００１９】
　スプリングユニット１０および一対の弾性マット１２・１３の上下面に上下一対のクッ
ション材１４・１５を接着固定して、スプリングユニット１０と一対の弾性マット１２・
１３を間接的に固定すると、スプリングユニット１０と各弾性マット１２・１３の隣接部
分の連結構造を省略することができる。この隣接部分に連結構造を設けると、連結構造が
敷きパッドの使用者に対して異物感を与えてしまい、使用者の寝心地が低下するおそれが
ある。これに対して本発明のように、スプリングユニット１０と各弾性マット１２・１３
を間接的に固定して、隣接部分の連結構造を省略すると、弾性マット１２・１３に対する
スプリングユニット１０のずれ動きを規制しながらも、連結構造に起因する異物感を解消
して使用者の寝心地を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施例に係る敷きパッドの縦断面を示す図２におけるＡ－Ａ線断面図で
ある。
【図２】実施例に係る敷きパッドの（ａ）一部破断平面図と（ｂ）側面図である。
【図３】実施例に係る敷きパッドの分解斜視図である。
【図４】スプリングユニットの一部破断平面図である。
【図５】図１の一部を拡大して示す図である。
【図６】図２におけるＢ－Ｂ線断面図である。
【図７】実施例に係る敷きパッドの（ａ）三つ折り状態と（ｂ）巻回状態を示す図である
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。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
（実施例）　図１ないし図７は、本発明に係る敷きパッドの実施例を示す。本実施例にお
ける前後、左右、上下とは、図１および図６に示す交差矢印と、各矢印の近傍に表記した
前後、左右、上下の表示に従う。本発明における敷きパッドの長手方向は、本実施例にお
ける前後方向に一致する。また、本実施例における左右方向と上下方向は、敷きパッドの
幅方向と厚み方向にそれぞれ一致する。
【００２２】
　図１ないし図３において敷きパッドは、キルティング生地からなる上下一対の表装材１
・２の間に弾性ユニット３を収容して構成される。弾性ユニット３は、複数個のポケット
コイル１１を縦横に並設してなるスプリングユニット１０と、同ユニット１０の前後に並
設される一対の弾性マット１２・１３と、これら三者１０・１２・１３の上下面を覆う一
対のクッション材１４・１５とで構成される。各弾性マット１２・１３および各クッショ
ン材１４・１５はウレタンフォームからなり、スプリングユニット１０と略同一の左右寸
法を有する。一対の弾性マット１２・１３は同一形状の矩形板状に形成されており、一対
のクッション材１４・１５も同一形状の矩形シート状に形成されている。各クッション材
１４・１５の前後寸法は、スプリングユニット１０と一対の弾性マット１２・１３の前後
寸法を合わせたものに略等しい。弾性マット１２・１３はスプリングユニット１０と略同
一の上下寸法を有し、クッション材１４・１５はこれら三者１０・１２・１３よりも上下
方向に薄く形成されている。
【００２３】
　本実施例に係る敷きパッドはシングルサイズとし、弾性ユニット３を構成するスプリン
グユニット１０等の各部材の左右寸法を１００ｃｍに設定した。また、スプリングユニッ
ト１０の前後寸法を８５ｃｍ、各弾性マット１２・１３の前後寸法を５５ｃｍ、各クッシ
ョン材１４・１５の前後寸法を１９５ｃｍに設定した。スプリングユニット１０は６００
個のポケットコイル１１の集合体からなり、前後方向に２４個、左右方向に２５個のポケ
ットコイル１１が配列されている。なお本発明は、シングルサイズとは左右寸法が異なる
セミダブルサイズやダブルサイズの敷きパッドにも適用が可能である。セミダブルサイズ
の敷きパッドは、左右寸法が例えば１２０ｃｍに設定され、スプリングユニット１０が７
２０個（前後に２４個、左右に３０個）のポケットコイル１１で構成される。ダブルサイ
ズの敷きパッドは、左右寸法が例えば１４０ｃｍに設定され、スプリングユニット１０が
８４０個（前後に２４個、左右に３５個）のポケットコイル１１で構成される。
【００２４】
　図４においてスプリングユニット１０は、複数個の中空円筒状のコイルスプリング２０
と、通気性を有する不織布からなる２枚の被覆シート２１・２１とで構成される。各コイ
ルスプリング２０の軸心方向は、スプリングユニット１０の上下方向に一致している。本
実施例に係るスプリングユニット１０を作製するには、２枚の被覆シート２１・２１の間
にコイルスプリング２０を縦横に配列し、隣接するコイルスプリング２０・２０の間で２
枚の被覆シート２１・２１を熱溶着によりミシン目状に接合して、各コイルスプリング２
０を１個ずつ囲むように格子状の区画線２２を形成するとよい。２枚の被覆シート２１・
２１と区画線２２で囲まれる空間が、コイルスプリング２０を個別に収容するポケット２
３を構成する。
【００２５】
　被覆シート２１を不織布のような通気性の素材で構成すると、各コイルスプリング２０
が中空円筒状であることと相俟って、スプリングユニット１０の全体が上下方向に優れた
通気性を発揮するので、敷きパッドの全体としての上下方向の通気性を高めて、蒸れの少
ない敷きパッドとすることができる。なお区画線２２は、ミシン目以外に例えば実線で形
成してもよく、また熱溶着以外の例えば縫製などの方法で形成することができる。
【００２６】
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　図５に拡大して示すように、スプリングユニット１０の被覆シート２１は、上下のクッ
ション材１４・１５に対してそれぞれ接着剤２５で固定されている。スプリングユニット
１０の前後の弾性マット１２・１３も同様に、上下のクッション材１４・１５に対してそ
れぞれ接着剤２５で固定されている。つまり、スプリングユニット１０と前後の弾性マッ
ト１２・１３が、上下のクッション材１４・１５を介して間接的に固定されている。これ
によれば、スプリングユニット１０と弾性マット１２・１３の隣接部分の連結構造を省略
して、連結構造に起因する異物感を解消し、使用者の寝心地を向上させることができる。
【００２７】
　前側の弾性マット１２の後面および後側の弾性マット１３の前面は垂直に形成されてお
り、これら後面および前面に対してスプリングユニット１０の前後面がそれぞれ当接させ
てある。これによれば、スプリングユニット１０と弾性マット１２・１３の間に隙間が生
じないので、隙間に起因する使用者の寝心地の低下を招くことがなく、さらに、スプリン
グユニット１０の前後方向のずれ動きを弾性マット１２・１３で規制することができる。
弾性マット１２・１３はわたなどに比べて弾性の高いウレタンフォームからなるため、ス
プリングユニット１０のずれ動きを的確に規制することができる。
【００２８】
　弾性ユニット３の前後中央にスプリングユニット１０を配置し、その前後にウレタンフ
ォームからなる弾性マット１２・１３を配置すると、弾性マット１２・１３はスプリング
ユニット１０に比べて軽量であることから、弾性ユニット３の全面にスプリングユニット
１０を配置する場合に比べて、敷きパッドを軽量化することができる。また、ウレタンフ
ォームからなる弾性マット１２・１３は、スプリングユニット１０に比べて安価であるこ
とから、弾性ユニット３の全面にスプリングユニット１０を配置する場合に比べて、敷き
パッドの材料コストを削減することができる。さらに本実施例では、前後寸法が８５ｃｍ
のスプリングユニット１０を弾性ユニット３の前後中央に配置して、同ユニット１０が敷
きパッドの使用者の腰部に確実に臨むものとした。弾性マット１２・１３に比べて反発力
に優れるスプリングユニット１０で、使用者の体重が最も集中する腰部を支持すると、使
用者の寝姿勢を良好なものとして、使用者の寝心地を向上させることができる。
【００２９】
　上記のようにスプリングユニット１０と弾性マット１２・１３とクッション材１４・１
５が一体化された弾性ユニット３は、２枚の表装材１・２の間に収容される。図６に拡大
して示すように各表装材１・２は、外面側から順に織布３０と、ポリエステルわたで形成
されたシート状のキルト芯３１と、ウレタンフォームからなる弾性シート３２と、不織布
３３とを積層し、キルティング加工を施すことにより作製されている。本実施例に係る敷
きパッドを得るには、２枚の表装材１・２の間に弾性ユニット３を挟み、両表装材１・２
の周縁どうしを全周にわたって重ね合わせ、縁テープ３７を被せて糸３８で周回状に縫着
すればよい。縫着前の各表装材１・２の縦横寸法（前後寸法および左右寸法）は、その周
縁どうしの間に弾性ユニット３が挟まれて縫着されない程度に、弾性ユニット３の縦横寸
法よりも一回り大きく設定されている。縫着された両表装材１・２の周縁は、弾性ユニッ
ト３の上下方向の略中央と同じ高さに位置する。上下の表装材１・２の周縁どうしを直接
縫着すると、従来のベッド用マットレスで用いられていた周面のボーダー表装材を省略し
て、敷きパッドの構造を簡素化することができる。ボーダー表装材を上面表装材と下面表
装材にそれぞれ縫着していた従来の構造に比べて、表装材を縫着する作業の手間を半減さ
せて、敷きパッドを低コストで製造することができる。
【００３０】
　両表装材１・２の周縁どうしを周回状に縫着すると、弾性ユニット３が両表装材１・２
でずれ動き不能に被覆固定される。より詳しくは、上下のクッション材１４・１５に正対
する各表装材１・２の主面部が、弾性ユニット３の上下面に対して上下方向に圧接し、ま
た各主面部の周囲の部分が、弾性ユニット３の上下面の前後左右の周縁に対して斜め下向
きあるいは斜め上向きに圧接することにより、表装材１・２に対する弾性ユニット３の全
方向（上下方向、前後方向、および左右方向）のずれ動きが規制されている。弾性ユニッ
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ト３を両表装材１・２でずれ動き不能に被覆固定すると、弾性ユニット３と表装材１・２
の間における接着剤などの固定手段を省略し、その分だけ製造に要する手間を削減して、
敷きパッドを低コストで製造することができる。
【００３１】
　弾性ユニット３を表装材１・２で被覆固定して完成する敷きパッドの上下厚みは約６ｃ
ｍである。この敷きパッドにおいて、スプリングユニット１０の各ポケットコイル１１を
構成するコイルスプリング２０の直径寸法Ｄは上下寸法Ｈよりも大きく設定されている（
図１参照）。そのため、敷きパッドの上下厚み（約６ｃｍ）に内蔵できるように各コイル
スプリング２０の上下寸法Ｈを設定しても、その直径寸法Ｄが小さくなり過ぎず、従って
各ポケットコイル１１が充分な反発力を発揮することができる。また、直径寸法Ｄを上下
寸法Ｈよりも大きく設定すると、上下寸法が大きい従来のポケットコイルを用いる場合に
比べて、スプリングユニット１０を少ない個数のポケットコイル１１で構成することがで
き、その分だけスプリングユニット１０を軽量化し、またその材料コストを削減すること
ができる。
【００３２】
　本実施例に係る敷きパッドは、図７（ａ）に示すように三つに折り畳んだ状態や、図７
（ｂ）に示すように渦巻き状に巻いた状態で、収納あるいは持ち運ぶことができる。布団
のように竿に掛けて干すことも可能である。上記のように本実施例では、弾性ユニット３
の前後中央にのみスプリングユニット１０を配置し、また、直径寸法Ｄが上下寸法Ｈより
も大きいコイルスプリング２０でスプリングユニット１０を構成して、敷きパッドの全体
を軽量化したので、折り畳んだ状態や渦巻き状に巻いた状態で容易に持ち運ぶことができ
る。この敷きパッドの全体重量は約５ｋｇである。
【００３３】
　また本実施例では、弾性ユニット３の前後両端に弾性マット１２・１３を配置して、敷
きパッドを渦巻き状に巻くことを容易とした。すなわち、ウレタンフォームからなる弾性
マット１２・１３は、スプリングユニット１０に比べて厚み方向に圧縮したときの反発力
が小さい。このような弾性マット１２・１３を弾性ユニット３の前後両端に配置すると、
敷きパッドの巻き始め部分（前端または後端）を、厚み方向に圧縮して細く巻くことが容
易になり、この細い巻き始め部分を芯にして、敷きパッドの全体を容易に渦巻き状に巻く
ことができる。なお、本実施例に係る敷きパッドは、展開状態で厚み方向に圧縮された後
で渦巻き状に巻かれ、気密性の袋に梱包された状態で出荷、販売に供される。
【００３４】
　本実施例では、弾性ユニット３の前後中央にスプリングユニット１０を配置し、前後一
対の弾性マット１２・１３と上下一対のクッション材１４・１５をそれぞれ同一の形状と
し、敷きパッドの全体を前後対称かつ上下対称に形成して、敷きパッドを前後および上下
（表裏）の区別無く使用できるようにした。このように、敷きパッドの前後と上下の区別
を無くすと、敷きパッドを定期的に上下反転あるいは前後反転させるローテーションを可
能として、敷きパッドを長寿命化することができる。ただし本発明において、敷きパッド
を前後対称かつ上下対称とすることは必須ではなく、例えば一対の弾性マット１２・１３
の前後寸法を異ならせてもよく、また一対のクッション材１４・１５を異なる素材で形成
してもよい。クッション材１４・１５はウレタンフォーム以外に、例えば表装材１・２と
同様のキルティング生地で形成することができる。コイルスプリング２０は中空円筒状以
外に、上下中央が括れた鼓形状や、上下中央が膨らんだ樽形状などに形成してあってもよ
い。
【符号の説明】
【００３５】
１・２　表装材
３　弾性ユニット
１０　スプリングユニット
１１　ポケットコイル
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１２・１３　弾性マット
１４・１５　クッション材
２０　コイルスプリング
２１　被覆シート

【図１】 【図２】
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